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仙北市議会だより 2

　第2回定例会が2月25日～3月19日まで開催され、令和2年度一般会計当初予算を含む55件の議案が審議さ
れました。また、8名の議員が一般質問に立ち、市政の課題について議論が行われました。

令和2年度 一般会計予算の概要

【令和2年度予算総額384億 6,066万円を可決】
一般会計予算214億6,000万円 特別 会計・企業会計170億66万円

財政健全化を急げ

収　入
　給与所得等の低下による個人市民税の減、税制改
正に伴う法人市民税の減により、市税収入は昨年度
比0.6％マイナスの26億665万円を見込む。一方で新
たに森林環境譲与税が交付されることにより、地
方譲与税は約5,600万円の増となっている。また、
地方交付税は国の地方財政対策等により前年度より
5,000万円多い83億3,000万円を計上。加えて、田沢
湖黒沢工業団地に建設が予定されている植物工場に
関する補助金などにより、県支出金が前年度比プラ
ス10億2,340万円となったことなどにより、一般会
計総額は214億6,000万円と過去5年間で最大規模と
なった。

支　出
　国の働き方改革により 4 月から公務員に導入され
る会計年度任用職員制度により、人件費は前年度比
6 億 4,040 万円増の 35 億 7,733 万円を計上。一方で
これまでの臨時職員制度は廃止となるため、物件費
は 5 億 7,451 万円減額され、22 億 5,390 万円を見込む。
　普通建設事業費は、新角館庁舎建設事業の令和２
年度分や、黒沢工業団地に建設予定の植物工場に対
する補助金が含まれるものの、総合給食センター建
設事業などが完了したことや、国の社会資本整備総
合交付金事業の減が見込まれ昨年度比 7.7％減の 37
億 143 万円となる。

−３月定例会−

議案番号

　　会派及び氏名　　　　

　

　　　　　件　　名

議
決
月
日

議
決
結
果

蒼
生
会

市
　
民

ク
ラ
ブ

公
明
党

共
産
党

無
会
派

黒

沢

龍

己

小

林

幸

悦

髙

橋

　

豪

田

口

寿

宜

八
桺
良
太
郎

真

崎

寿

浩

高

橋

輝

彦

武

藤

義

彦

門

脇

晃

幸

稲

田

　

修

伊

藤

邦

彦

阿
部
則
比
古

荒
木
田
俊
一

小
木
田
　
隆

熊

谷

一

夫

平

岡

裕

子

髙

久

昭

二

議 案
第  5  号 工事請負変更契約の締結について 2/25 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反

議 案
第 24  号

仙北市水道事業等の設置等に関する条例の一部を
改正する条例制定について 3/19 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛

議 案
第 29  号 令和 2 年度仙北市一般会計予算 3/19 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反

議 案
第 31  号 令和 2 年度仙北市国民健康保険特別会計予算 3/19 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反

議 案
第 40  号 令和 2 年度仙北市下水道事業会計予算 3/19 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛

議 案
第 50  号 令和元年度仙北市病院事業会計補正予算（第 1 号） 3/19 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 反 反 反 賛 賛 賛

議 案
第 57  号 工事請負契約の締結について 3/19 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反

議 員 提 出
議 案
第  3  号

意見書の提出について（高すぎる国民健康保険料
（税）を引き下げるために、徴収に関する算定方法
の抜本的改善を求める意見書）

3/19 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛

請 願
第  3  号

高すぎる国民健康保険料 ( 税 ) 引き下げのための抜
本的改善を国に求める請願 3/19 採択 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛

請 願
第  4  号 仙北市西木町地域公共交通充実の為に 3/19 不採択 反 反 反 反 反 反 反 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

凡例 : 賛→賛成、反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律で定めるケース以外では表決をしないことになっています）
議決結果/議員賛否 令和2年 第2回 仙北市議会定例会（招集日：2/25　最終日：3/19）
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　令和２年度一般会計予算は、過去5年間で最大となる214億6,000万円が計上されました。今年度完成予定の新角館庁舎
整備事業費（令和2年度分）や田沢湖黒沢工業団地に建設が予定される植物工場に対する補助金などが予算化されている
一方で、市税収入の減少や、財政調整基金（市の貯金）の枯渇化により財政はより厳しさを増しております。また、市
債（市の借金）の残高見込みは約238億円と前年度から約19億円増加し、加えて、今後新型コロナウイルスにより経済的
ダメージの度合は図り知れず、市民生活を守る施策を展開しながらも、より一層の財政健全化策に取り組むという厳し
い舵取りが迫られています。

新型コロナウイルス感染症拡大
～3月19日 緊急経済対策予算を可決～

　新型コロナウイルス感染症の拡大は、東京・大阪などの大都市圏を中心に急速に進んでおり、秋田県内においても、既に 10 数
名の感染者が確認されるなど日々 緊張感が高まっております。政府では4月7日に緊急事態宣言を発出し、指定された自治体では様々
な活動の自粛が要請されておりますが、一方で日本経済は大変な打撃を受けており、仙北市においてもホテル・旅館業、飲食業を
はじめあらゆる分野に影響が及んでおります。3 月19日定例会最終日には、緊急経済対策として、県や市の融資制度への利子補
給に関する補正予算が全会一致で可決されました。今後も感染防止に全力を尽くすと共に、事態終息までの市内事業者の資金繰
りや市民生活の確保、終息後の経済対策など、国・県の支援策に加えた独自の対策について市議会としても強く求めて参ります。

【令和2年度予算総額384億 6,066万円を可決】
一般会計予算214億6,000万円 特別 会計・企業会計170億66万円

214億6,000万円 214億6,000万円

地方交付税
8,630,000千円
（40.2%）

人件費
3,577,329千円
（16.7%）

扶助費
2,289,441千円
（10.7%）

物件費
2,253,897千円
（10.5%）

投資及び出資金
263,326千円（1.2%）

積立金
483,128千円
（2.3%）

補助費等
4,836,472千円

（22.5%）

繰出金
1,445,109千円

（6.7%）

公債費
2,087,615千円
（9.7%）

国庫支出金
1,754,213千円
（8.2%）

市税
2,606,650千円
12.2%

市債
2,820,700千円
（13.1%）

地方消費税交付金
560,000千円
（2.6%）

地方譲与税
271,060千円
（1.3%）

県支出金
2,111,015千円
（9.8%）

普通建設事業費
3,701,433千円

（17.2%）

義務的経費
37.1%

投資的経費
17.2%

その他経費
45.7%

自主財源
24.5%

依存財源
75.5%

予備費
30,000千円（0.1%）

貸付金
381,600千円（1.8%）

使用料及び手数料
241,535千円（1.1%）

繰入金
1,223,622千円（5.7%）

諸収入
739,066千円（3.4%）

寄付金
401,002千円（1.9%）
財産収入
24,844千円（0.1%）

維持補修費
110,647千円
（0.5%）

災害復旧事業費
3千円（0.0%）

支出
（性質別）

収入
（財源別）

その他
62,000千円
（0.2%）

分担金及び負担金
28,792千円
（0.1%）

令和2年度 一般会計予算の内訳

●秋田県経営安定資金
（新型コロナウイルス感染症対策枠）

対 象 者
直近3ヶ月の受注・売上高が前年同期に比
べ減少している中小企業者

融 資 限 度 額
5,000万円以内
（通常枠8,000万円とは別枠）

貸 付 期 間 10年以内（2年据置）

金 利
年率1.15%～1.35%
※年率1.0%を超える分を市が10年間利子

補給

保 証 料
年率0.35%～1.40％
※保証料全額を補給（令和元年度貸付分）

●仙北市中小企業融資制度
（マルセコロナ対策）

対 象 者
直近3ヶ月の受注・売上高が前年同期に比べ
減少していて、市内に居住し、市税を完納
している中小企業者及び小規模事業者

融 資 限 度 額
2,000 万円以内

（マルセ、マルセ小口・マルセ創業とは別枠）
貸 付 期 間 10年以内（2年据置）

金 利
年率1.55%～1.75%※年率1.0%を超える分
を市が10年間利子補給

保 証 料
年率0.76%～0.88％
※保証料全額を補給（令和元年度貸付分）
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プログラミング教育への取組み状況は

教育長 指導計画等を作成し学校ごとの計画・構築を
支援している

蒼生会 門 脇 晃 幸 議員

き
４
月
４
日
ま
で
を
春
季
休
業
と

決
定
し
た
。
各
学
校
で
は
、休
校
・

休
業
期
間
中
も
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
に
よ
る
手
洗
い
、
う
が
い
、
定

期
的
な
換
気
等
を
励
行
し
、
児
童

生
徒
へ
の
指
導
と
と
も
に
、
保
護

者
に
も
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
。

ま
た
、
適
宜
電
話
や
家
庭
訪
問
等

で
児
童
生
徒
の
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
感
染
予
防
が
継
続
さ
れ
る

公
教
育
に
つ
い
て
問
う

質
問　

仙
北
市
の
児
童
生
徒
へ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
万

全
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
政
府
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に

向
け
た
要
請
に
応
じ
、市
内
全
小
・

中
学
校
を
３
月
２
日
か
ら
３
月
21

日
ま
で
臨
時
休
校
と
し
、
引
き
続

数
の
平
均
は
、
小
学
校
が
全
国
で

15
．
3
人
、秋
田
県
で
13
．
0
人
、

仙
北
市
で
10
．
3
人
と
な
っ
て
い

る
。
中
学
校
は
全
国
で
13
．
2
人
、

秋
田
県
で
10
．
2
人
、
仙
北
市
で

6
．
7
人
と
な
っ
て
い
る
。
児
童

生
徒
数
の
理
想
的
な
人
数
に
つ

い
て
は
、
ど
れ
く
ら
い
か
と
い
う

確
立
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
し
か

し
、
一
学
級
の
人
数
と
い
う
視
点

で
は
、
児
童
生
徒
が
自
分
の
考
え

を
持
っ
て
集
団
な
ど
で
話
し
合

い
、
学
習
課
題
を
解
決
し
て
い
く

探
求
型
の
授
業
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
は
、
15
人
か
ら
20
人
と
話

す
学
者
の
方
が
多
い
。

質
問　

仙
北
市
の
不
登
校
者
の

実
態
と
主
な
原
因
は
。

答
弁
（
教
育
長
）
令
和
元
年
12
月

末
で
、
小
学
校
３
名
、
中
学
校
19

名
で
あ
る
。
原
因
と
し
て
は
、
小

学
校
で
は
親
子
関
係
を
め
ぐ
る

問
題
や
病
気
欠
席
か
ら
学
校
に

行
き
づ
ら
く
な
る
児
童
、
中
学
校

で
は
い
じ
め
を
除
く
友
人
関
係

を
め
ぐ
る
問
題
や
情
緒
不
安
定

な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
各
学

校
で
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
不
登
校
児

童
生
徒
と
そ
の
家
庭
の
支
援
を

し
て
い
る
。

（
武
藤 

義
彦 

記
）

よ
う
依
頼
し
て
い
る
。　

質
問　

来
年
度
か
ら
実
施
と
な
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
へ
の
取
組

み
状
況
は
。

答
弁
（
教
育
長
）
令
和
２
年
度
か

ら
初
め
て
導
入
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て
は
、
北
浦

教
育
文
化
研
究
所
が
中
心
と
な

り
、
教
員
の
指
導
に
対
す
る
不
安

軽
減
を
目
的
と
し
た
教
育
体
験
研

修
会
を
、
昨
年
度
は
３
回
、
今
年

度
は
５
回
開
催
し
て
い
る
。
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
主
に
小
学
校

で
あ
り
、
中
学
校
は
技
術
・
家
庭

の
教
員
が
担
当
す
る
。
教
育
委
員

会
で
は
、
低
中
高
学
年
の
発
達
段

階
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
で
育
成
し
た
い
資
質
能
力
表
、

仙
北
市
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
年

間
指
導
計
画
を
作
成
し
、
各
小
学

校
に
配
布
し
、
学
校
ご
と
の
計
画

や
構
築
を
支
援
し
て
い
る
。
仙
北

市
は
ド
ロ
ー
ン
教
育
を
早
期
に
導

入
し
、
県
内
で
は
先
駆
的
な
取
組

み
を
実
施
し
て
お
り
、
他
市
町
村

か
ら
資
料
要
求
の
依
頼
も
あ
る
。

質
問　

教
員
の
働
き
方
改
革
と
し

て
教
員
の
増
員
が
有
効
と
い
う

が
、
現
状
の
教
員
１
人
当
た
り
の

生
徒
数
と
理
想
的
な
人
数
は
。

答
弁
（
教
育
長
）
昨
年
度
の
文
部

統
計
要
覧
等
に
よ
る
と
、
常
勤
の

教
職
員
１
人
当
た
り
の
児
童
生
徒

■閑散とした休校中の学校
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さ
れ
て
い
る
の
に
、
一
般
財
源
の

削
減
が
で
き
て
い
な
い
、
つ
ま
り

身
の
丈
に
合
っ
て
い
な
い
現
状

が
、
財
政
を
厳
し
く
し
て
い
る
と

分
析
す
る
。
こ
れ
を
基
に
、
病
院

事
業
の
内
部
改
革
や
下
水
道
事
業

の
公
営
企
業
会
計
移
行
に
よ
る
経

営
改
善
、
第
三
セ
ク
タ
ー
統
合
等

に
よ
る
経
営
改
善
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

質
問　

財
政
状
況
を
改
善
し
て
い

く
上
で
何
が
必
要
と
考
え
る
か
。

答
弁　

公
営
企
業
会
計
事
業
を
自

主
独
立
採
算
に
す
る
こ
と
や
、
公

共
施
設
の
統
廃
合
に
よ
る
維
持
管

理
経
費
の
削
減
、
事
業
の
統
廃
合

等
に
よ
る
一
般
財
源
ベ
ー
ス
の
負

担
軽
減
や
市
債
発
行
の
抑
制
等
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

質
問　

あ
ら
ゆ
る
ツ
ー
ル
を
活
用

し
、
本
市
の
医
療
機
関
で
の
対
応

等
も
含
め
、
も
し
も
の
時
の
対
応

を
し
っ
か
り
と
市
民
に
周
知
し
、

市
民
の
不
安
を
解
消
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
弁　

本
市
は
、
交
流
人
口
が
多

く
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
の
で
、
強

い
危
機
管
理
意
識
で
対
応
し
て
い

る
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用
し
て
市
民
の
不
安
解

消
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢

財
政
状
況
を
問
う

質
問　

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算

案
が
示
さ
れ
た
が
、
本
市
を
応
援

し
て
下
さ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
お
か
げ
で
予
算
編
成
が
で
き
た

と
感
じ
る
。
こ
こ
ま
で
厳
し
い
財

政
状
況
に
な
っ
た
要
因
を
シ
ビ
ア

に
分
析
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

分
析
結
果
を
基
に
こ
れ
ま
で
ど
の

よ
う
な
行
動
を
取
っ
て
き
た
の
か

伺
う
。

答
弁　

市
単
独
補
助
金
事
業
の
終

期
の
設
定
や
廃
止
の
検
討
が
遅
れ

た
こ
と
、
公
営
企
業
会
計
へ
の
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
し
の
増
加
、

公
共
施
設
の
集
約
化
の
遅
れ
、
第

３
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し
の
遅
れ
な

ど
に
加
え
、
普
通
交
付
税
が
縮
減

れ
ば
な
ら
な
い
。
経
営
悪
化
に
よ

る
経
済
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
、

県
、
金
融
機
関
と
連
携
し
て
、
こ

ま
め
な
情
報
提
供
を
行
う
と
共

に
、
市
独
自
の
利
子
補
給
や
保
証

料
全
額
負
担
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
困
難
な
事
業
者
に
は

何
が
で
き
る
の
か
を
検
討
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息

し
た
後
の
稼
げ
る
体
制
を
含
め

て
、
出
来
る
限
り
早
く
実
効
性
の

高
い
施
策
を
提
案
し
た
い
。

（
高
橋 

輝
彦 

記
）

者
に
対
す
る
周
知
も
保
健
課
及
び

医
療
局
が
直
接
行
っ
て
い
る
。
感

染
者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
努
め
る

他
、
増
え
て
い
る
問
い
合
わ
せ
に

も
親
身
に
対
応
し
て
い
る
。

質
問　

感
染
さ
れ
た
方
や
ご
家
族

が
心
無
い
誹
謗
中
傷
に
合
わ
な
い

取
り
組
み
と
相
談
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

市
民
に
は
、
正
し
い
情
報

を
発
信
し
て
、
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は

感
染
者
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
窓
口

を
整
備
し
て
い
る
。

質
問　

観
光
客
の
大

幅
な
落
ち
込
み
へ
の

対
策
や
、
経
営
が
悪

化
し
た
中
小
企
業
や

小
規
模
事
業
者
の
支

援
策
は
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
終
息

後
す
ぐ
に
稼
げ
る
環

境
を
創
り
出
す
た
め

に
、
今
か
ら
官
・
民

が
強
力
に
タ
ッ
グ
を

組
み
行
動
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

答
弁　

今
後
２
週
間

が
感
染
を
拡
大
さ
せ

な
い
最
大
の
局
面
で

あ
り
、
市
民
が
一
丸

と
な
っ
て
耐
え
な
け

市長 早期に実効性の高い取り組みを提案する

蒼生会 田 口 寿 宜 議員

新型コロナウイルスの感染対策と
経済支援策を早急に

■財政改革も期待される建設中の新角館庁舎

■閑散としている武家屋敷通り
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8
人
の
提
言

仙
北
市
の
財
政
と
予
算
編

成
の
在
り
方
を
問
う

質
問　

市
の
財
源
が
減
少
す
る

中
、
財
政
調
整
基
金
の
在
り
方
を

問
う
。
基
金
の
目
安
は
標
準
財
政

規
模
の
10
％
が
適
当
と
言
わ
れ
て

い
る
が
本
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
市
民
の
多
く
は
イ
ン
フ
ラ

整
備
等
が
不
十
分
と
感
じ
て
い
る

が
、
予
算
が
市
民
の
希
望
と
マ
ッ

チ
ン
グ
し
て
い
る
の
か
を
問
い
た

い
。

答
弁　

財
政
調
整
基
金
の
目
安
と

し
て
は
13
億
円
程
度
が
適
正
だ

と
考
え
る
。
現
在
の
残
高
は
約

６
億
５
千
万
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
５
月
に
は
10
億
円
を
超
え
る

と
見
込
ん
で
お
り
、
潤
沢
で
は
な

い
が
十
分
に
対
応
で
き
る

額
で
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、

住
民
希
望
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
に
つ
い
て
、
事
業
の
精

査
か
ら
財
源
確
保
、
実
施

ま
で
に
非
常
に
時
間
が
か

か
る
場
合
も
多
々
あ
り
、

改
善
に
向
け
努
力
し
た
い
。

ま
た
、
希
望
全
て
に
応
え

る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で

あ
る
た
め
、
優
先
順
位
を

つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
な
ど
、

う
。
仙
北
市
で
は
持
続
可
能
な
開

発
目
標
推
進
本
部
を
発
足
し
て

全
庁
的
に
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
等

で
市
民
の
方
々
に
関
心
を
持
っ

て
頂
け
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

不
要
な
公
共
施
設
の

処
分
を
急
げ

質
問　

不
要
な
公
共
施
設
等
は

ど
の
よ
う
な
管
理
状
況
に
あ
る

の
か
を
問
う
。
解
体
や
処
分
の
方

針
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
厳
し
い
財
政
運
営
の
中

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
対
応
を

求
め
る
。

答
弁　

不
要
な
施
設
等
は
所
管

課
で
管
理
し
て
い
る
、
令
和
２
年

度
か
ら
は
所
管
を
一
括
し
た
い
。

で
き
る
だ
け
早
く
個
別
計
画
を

策
定
し
35
％
の
縮
減
目
標
を
達

成
し
た
い
。

小
中
学
校
に
お
い
て
の
主

権
者
教
育
に
つ
い
て

質
問　

市
に
お
け
る
主
権
者
教

育
は
ど
う
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
児
童
生
徒
が
国

家
及
び
社
会
の
一
員
と
し
て
の

資
質
、
能
力
を
育
成
す
る
学
習
と

し
て
、
国
民
の
権
利
や
義
務
、
政

治
経
済
、
消
費
生
活
な
ど
様
々
な

点
に
つ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

（
小
木
田 

隆 

記
）

の
か
。
ま
た
、
予
算
編
成
が
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
に
頼
り
す
ぎ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
ま
ま
の

寄
付
額
が
継
続
す
る
の
か
も
不
明

で
あ
る
た
め
、
使
途
を
精
査
し
、

こ
れ
を
財
政
調
整
基
金
に
積
立
て

る
な
ど
す
る
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

答
弁　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
し

は
基
準
の
範
囲
内
で
行
う
が
、
経

費
の
節
減
、
収
益
の
増
加
に
真
剣

に
取
り
組
む
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
付
金
に
頼
っ
た
財
政
運

営
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

え
て
い
る
が
、
寄
付
の
目
的
に

沿
っ
た
形
で
予
算
に
充
当
し
て
お

り
、
寄
付
の
性
格
上
、
活
用
す
る

こ
と
を
優
先
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
浸
透
し
て

い
る
の
か

質
問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
は
、

市
民
生
活
に
浸
透
し
て
い
な
い
と

思
う
が
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
、
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

で
は
な
く
、
地
域
や
職
場
な
ど

様
々
な
環
境
の
中
で
活
動
を
地
道

に
積
み
重
ね
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
弁　

取
り
組
み
の
目
標
は
、「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
を
作

る
」
こ
と
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思

当
初
予
算
編
成
時
か
ら
社
会
情
勢

が
大
き
く
変
わ
っ
た
場
合
、
補
正

予
算
で
対
応
す
る
余
力
が
必
要
で

あ
る
。
本
来
は
、
当
初
予
算
で
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
の
で
は

な
く
、
こ
う
し
た
事
態
に
備
え
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
関
係
事
業
者
が
深
刻

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
国

の
財
政
支
援
に
注
視
し
つ
つ
も
、

市
単
独
で
の
対
応
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

平
成
29
年
度
決
算
で
は
、

繰
出
し
金
が
合
計
35
億
円
に
も

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
上
下
水
道

の
維
持
な
ど
を
ど
う
持
続
で
き
る

市民クラブ  荒木田俊一 議員

市長 事業実施に時間を要するものもあり、改善したい

予算編成が市民要望とマッチしているのか

■改良工事が進まない神代中央線



こ
こ
が
聞
き
た
い

仙北市議会だより7

8
人
の
提
言

市長 過疎対策債を活用し７割が国庫負担となるため
財政上有利だ

高 久 昭 二 議員

植
物
工
場
「
仮
称
ベ
ジ

タ
ブ
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

田
沢
湖
」
の
事
業
展
開

に
つ
い
て

質
問　

市
と
㈱
田
沢
モ
ー
タ
ー
ス

間
で
、
い
つ
話
し
合
い
が
な
さ
れ

た
か
伺
う
。

答
弁　

平
成
30
年
12
月
19
日
に
先

行
操
業
し
て
い
た
鹿
角
市
・
大
館

市
を
田
沢
モ
ー
タ
ー
ス
・
地
元
金

融
機
関
・
仙
北
市
で
視
察
し
た
。

以
来
、
９
回
協
議
を
行
い
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
地
区
住
民
説
明
会

を
16
日
に
開
催
予
定
が
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
為
、
延

期
し
て
い
る
。

質
問　

財
源
確
保
、
金
融
機
関
と

市
の
役
割
、
事
業
主
体
に
つ
い
て

問
う
。
ま
た
、
レ
タ
ス
の
生
産
・

販
売
先
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。

答
弁　

植
物
工
場
建
設
事

業
費
25
億
７
，
４
０
０
万

円
の
財
源
は
、
国
庫
補
助

金
10
億
円
、
市
補
助
金
過

疎
対
策
ソ
フ
ト
事
業
で

１
億
円
、
残
り
14
億
７
，

４
０
０
万
円
は
、
自
己
資

金
と
融
資
と
聞
い
て
い
る
。

水
道
事
業
と
構
内
道
路
整

備
は
、
残
地
活
用
も
含
め

市
で
応
援
す
る
。
事
業
主

体
と
し
て
は
、
田
沢
モ
ー

質
問　

小
学
校
の
卒
業
記
念
ア

ル
バ
ム
が
１
冊
２
万
３
千
円
す

る
。
関
係
者
と
協
議
し
て
の
値
段

か
。

答
弁
（
教
育
長
）
ア
ル
バ
ム
見
本

を
提
示
し
て
保
護
者
が
業
者
を

選
定
す
る
仕
組
み
に
し
て
い
る
。

質
問　

市
の
子
育
て
支
援
、
福
祉

政
策
で
誇
れ
る
施
策
が
あ
る
の

か
伺
う
。

答
弁　

市
単
独
事
業
の
在
宅
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
就
学
前
児

童
を
在
宅
で
育
て
る
家
庭
に
１

児
童
１
万
円
の
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
券
支
給
）
を
新
年
度
か
ら

１
万
５
千
円
に
し
た
い
。

（
熊
谷 

一
夫 

記
）

角
館
下
延
大
瀬
蔵
野
橋

架
け
替
え
に
つ
い
て

質
問　

①
い
つ
決
定
し
た
の
か
②

何
を
基
準
に
用
地
買
収
行
っ
た
の

か
③
現
橋
の
架
け
替
え
は
可
能
か

④
辺
地
債
８
億
円
中
、市
負
担
１
、

６
億
円
は
財
政
を
圧
迫
し
な
い
か

⑤
説
明
会
の
開
催
は
⑥
市
民
か
ら

住
民
監
査
請
求
し
て
い
る
が
、
そ

の
返
答
は
い
つ
か
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁　

①
架
設
後
50
年
が
経
過
し

て
い
る
。
劣
化
の
激
し
い
橋
で
平

成
26
年
に
検
討
を
開
始
し
た
。
令

和
元
年
に
議
会
か
ら
計
画
変
更
の

承
認
を
頂
い
た
。
②
近
傍
の
売
買

実
例
を
勘
案
の
上
単
価
決
定
し

た
。
③
地
域
振
興
局
よ
り
同
じ
場

所
へ
の
架
け
替
え
は
不
可
と
の

事
。
④
辺
地
債
の
活
用
が
最
も
有

利
で
あ
る
。
⑤
平
成
30
年
11
月
16

日
、
地
域
住
民
へ
事
業
説
明
会
を

開
催
し
た
。⑥
で
き
る
だ
け
早
く
、

真
摯
に
対
応
す
る
。

　
義
務
教
育
の
無
償
化
推
進

に
つ
い
て

質
問　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
、

半
額
免
除
等
の
検
討
は
行
っ
た
か

の
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
半
額
補
助
、
副

食
費
無
償
化
の
検
討
を
行
っ
た
が

財
政
上
難
し
い
。

タ
ー
ス
を
中
心
と
し
た
企
業
体
の

設
立
準
備
が
進
ん
で
い
る
。
レ
タ

ス
は
、
技
術
提
供
す
る
企
業
の
全

量
買
い
取
り
と
な
る
模
様
だ
。

質
問　

一
企
業
に
対
し
１
億
円
を

超
え
る
助
成
を
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、財
政
的
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
。

ま
た
、
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す

る
企
業
は
ど
こ
な
の
か
。

答
弁　

１
億
円
は
過
疎
対
策
債

で
、
７
割
が
国
庫
負
担
と
な
る
償

還
の
有
利
な
財
源
で
あ
る
。
企
業

名
は
信
義
に
基
づ
き
公
表
で
き
な

い
。

質
問　

農
水
省
へ
の
申
請
は
提
出

し
た
の
か
。

答
弁
（
農
林
部
長
）
計
画
書
は
ま

だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
提
出

さ
れ
る
と
年
度
末
に
内
々
示
が
出

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一企業に１億円の助成は財政上耐えられ
るか

■植物工場整備予定の黒沢工業団地

■建設工事中の大瀬蔵野橋



こ
こ
が
聞
き
た
い

仙北市議会だより 8

8
人
の
提
言

市長 ほ場整備事業と蛇行部分を直線に、
水道管も敷設替えをする

市民クラブ 伊 藤 邦 彦 議員

神代地区ほ場整備事業と道路の曲折、
水道管はどうするのか

市
の
危
機
管
理
を
問
う

質
問　

本
市
に
配
備
予
定
の
地
上

35
ｍ
高
規
格
の
は
し
ご
車
（
２
．

４
億
円
）
は
本
当
に
必
要
か
。
配

置
の
基
準
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

消
防
庁
の
告
示
第
１
号
で

は
、
は
し
ご
自
動
車
の
配
置
基
準

と
し
て
、
高
さ
15
メ
ー
ト
ル
以
上

の
建
築
物
の
火
災
鎮
圧
等
の
た

め
、
１
つ
の
消
防
署
の
管
轄
区
域

に
中
高
層
建
築
物
の
数
が
概
ね
10

棟
以
上
、
ま
た
は
旅
館
、
ホ
テ
ル

で
５
棟
以
上
あ
る
場
合
、
は
し
ご

自
動
車
１
台
以
上
を
当
該
消
防
署

ま
た
は
そ
の
出
張
所
に
配
備
す
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
当
市
で
は

該
当
す
る
建
物
が
９
棟
存
在
し
て

お
り
、
大
変
高
額
で
は
あ
る
が
安

全
対
策
の
た
め
基
準
に
従
う
。

質
問　

危
機
管
理
監
の
認
識
は
ど

う
か
。

答
弁
（
危
機
管
理
監
）
現
在
の
車

両
は
25
年
間
使
用
し
、
老
朽
化
も

進
ん
で
い
る
。
観
光
客
の
皆
様
の

安
心
・
安
全
を
考
え
る
上
で
も
必

要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

い
ざ
と
い
う
時
の
消
防
体

制
を
問
う
が
、
日
中
な
ど
、
団
員

が
仕
事
等
で
出
動
で
き
な
い
場
合

の
対
策
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

田
沢
湖
分
署
は
21
人
３
班

の
交
替
制
、
高
原
地
区
第
１
分
団

は
10
名
在
団
し
て
い
る
。
日
中
の

神
代
地
区
農
地
基
盤
整

備
に
つ
い
て

質
問　

神
代
地
区
の
基
盤
整
備
と

神
代
・
西
明
寺
線
の
道
路
の
曲
折
、

水
道
施
設
の
方
向
性
を
ど
う
す
る

の
か
伺
う
。

答
弁　

県
営
ほ
場
整
備
事
業
と
合

わ
せ
て
蛇
行
部
分
を
直
線
に
す
る

事
を
検
討
し
て
い
る
。
路
線
に
水

道
管
が
あ
る
が
、
新
設
の
市
道
に

敷
設
替
え
を
し
な
け
れ
ば
と
思

う
。

質
問　

道
路
を
直
線
に
し
て
ほ
場

を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
ま
で

の
道
路
下
の
水
道
管
を
敷
設
替
え

す
る
と
い
う
事
か
。
数
年
前
に
西

明
寺
地
区
か
ら
引
水
し
た
際
に

は
、
既
に
基
盤
整
備
事
業
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
水
道
管
敷
設
を
３

～
５
年
待
っ
て
も
ら
う
な
ど
の
交

渉
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁　

道
路
を
改
修
す
る
時
は
水

道
事
業
も
附
帯
し
て
い
く
の
が
整

合
で
あ
り
、
経
費
は
掛
か
る
が
必

要
な
事
業
と
の
認
識
で
あ
る
。
当

時
は
、
基
盤
整
備
事
業
が
確
定
し

て
お
ら
ず
水
道
事
業
と
し
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

質
問　

現
在
の
水
道
加
入
率
と
費

や
し
た
費
用
を
伺
う
。

答
弁
（
建
設
部
長
）
20
％
弱
と
い

う
加
入
率
で
、
費
用
に
つ
い
て
は

少
し
時
間
を
頂
き
た
い
。

る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
知
事

や
佐
藤
県
議
と
話
し
合
い
を
し

た
事
は
あ
る
か
。

答
弁　

無
関
心
で
は
い
ら
れ
な

い
事
案
な
の
で
、
佐
竹
知
事
、
佐

藤
県
議
と
も
情
報
共
有
の
た
め
、

様
々
な
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。

（
高
久 

昭
二 

記
）

消
防
活
動
に
つ
い
て
は
、
消
防
団

と
話
し
合
い
防
災
対
策
に
盛
り
込

む
。

質
問　

４
月
か
ら
田
沢
診
療
所
が

廃
止
さ
れ
、
上
桧
木
内
、
桧
木
内

の
診
療
日
数
も
減
る
。
そ
の
後
は

ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
か
。

答
弁　

田
沢
は
週
１
回
無
料
タ
ク

シ
ー
を
運
行
す
る
。
桧
木
内
・
上

桧
木
内
に
つ
い
て
も
総
合
力
を
高

め
医
療
を
提
供
す

る
観
点
か
ら
の
対

応
で
あ
る
。

質
問　

市
内
の
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置

状
況
と
街
灯
の
要

望
と
実
績
を
伺
う
。

答
弁　

市
内
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
数
は

20
基
で
あ
る
。
令

和
元
年
度
の
防
犯

灯
は
、
45
件
の
要

望
に
対
し
42
件
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

地
上

イ
ー
ジ
ス
に

つ
い
て

質
問　

地
上
イ
ー

ジ
ス
新
屋
地
区
配

備
は
、
学
校
や
住

宅
地
も
近
い
た
め

一
考
を
願
い
た
い

と
す
る
も
の
で
あ

■配備予定の消防はしご車



こ
こ
が
聞
き
た
い

仙北市議会だより9

8
人
の
提
言

一
般
会
計
の
予
算
規
模

は
大
き
す
ぎ
な
い
の
か

質
問　

今
後
、
交
付
金
の
削
減
や

自
主
財
源
の
先
細
り
が
強
く
懸
念

さ
れ
る
中
、
市
内
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
に
多
額
の
負
担
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
各
庁

舎
の
抱
え
る
様
々
な
問
題
や
、
不

要
に
な
っ
た（
今
後
不
要
に
な
る
）

市
有
建
築
物
の
解
体
整
理
に
も
相

当
額
の
費
用
を
要
す
る
現
状
と
合

わ
せ
て
、
想
定
を
超
え
る
急
速
な

人
口
の
減
少
や
、
高
齢
化
に
よ
る

社
会
保
障
費
の
増
大
も
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
市
で
は
こ
れ

ま
で
、
先
行
き
を
無
視
し
て
財
政

運
営
を
し
て
き
た
と
言
わ
れ
て
も

仕
方
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

一
般
会
計
の
規
模
が
大
き

す
ぎ
、
身
の
丈
を
超
え
た
予
算
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
何
回
も
そ
の
理
由
等
に

つ
い
て
説
明
を
し
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
令
和
２
年
度
の
当
初
予

算
（
２
１
４
億
６
千
万
円
）
の
中

で
も
、
特
殊
財
政
事
情
（
そ
の
年

度
で
特
別
な
取
組
み
を
す
る
事
業

等
）
が
続
い
て
お
り
、
予
算
規
模

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
基
本

的
に
は
１
８
０
億
円
台
ま
で
事
業

を
圧
縮
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

交
付
税
は
、
基
準
財
政
収
入
額

医
師
不
足
が
改
善
で
き
ず
、
赤
字

経
営
が
続
き
、
資
金
不
足
を
起
こ

し
て
い
る
状
況
に
対
し
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
大
曲
厚
生
医
療
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
が
か
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
が
開

け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
真
崎 

寿
浩 

記
）

療
局
の
設
置
や
管
理
者
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
の
構
想
は
、
病
院

事
業
改
革
の
計
画
中
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
議
論

さ
れ
た
方
向
付
け
を
ま
ず
踏
襲
す

る
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う

判
断
で
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

２
つ
の
病
院
と
５
つ
の
診
療
機

関
は
、
全
て
が
市
の
医
療
拠
点
、

医
療
資
源
で
あ
り
、
こ
れ
を
有
効

に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
連
動
さ
せ

る
こ
と
が
医
療

改
善
の
大
き
な

柱
立
て
だ
。
そ

れ
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
た

め
に
管
理
者
を

定
め
た
も
の
で

あ
る
。

　

医
療
局
は
、

管
理
者
が
医
療

政
策
を
実
現
す

る
た
め
の
実
行

部
隊
で
あ
り
、

角
館
総
合
病
院

の
改
革
と
田
沢

湖
病
院
の
運
営

と
が
連
動
す
る

た
め
に
は
必
要

な
組
織
で
あ
る

と
い
う
考
え
方

の
も
と
取
り
組

ん
で
き
た
が
、

と
需
要
額
の
差
額
部
分
に
対
し
て

計
数
が
掛
け
ら
れ
て
算
定
さ
れ
る

が
、年
々
低
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

様
々
な
国
の
動
静
が
あ
っ
て
、

数
％
の
上
増
し
を
維
持
で
き
て
い

る
と
い
う
現
状
で
、
こ
の
状
況
を

長
く
続
け
る
こ
と
は
、
厳
し
い
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

予
算
規
模
を
１
８
０
億
円
台
に

し
て
い
く
た
め
に
は
、
企
業
会
計

の
健
全
化
が
望
ま
れ
る
が
、
水
道

事
業
や
病
院
事
業
等
で
、
一
般
会

計
か
ら
拠
出
さ
れ
る
額
の
う
ち
、

拠
出
根
拠
が
総
務
省
令
以
外
の
も

の
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
も
の
に

つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
抑
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
各
種
団
体
に
対
す

る
補
助
、交
付
金
事
業
の
見
直
し
、

公
共
施
設
の
管
理
等
に
つ
い
て
、

仙
北
市
全
体
で
ス
リ
ム
化
を
目
指

し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
い
う

認
識
だ
。

仙
北
市
の
医
療
行
政
は

質
問　

市
立
角
館
総
合
病
院
の
経

営
状
況
が
思
い
の
ほ
か
芳
し
く
な

い
た
め
、
更
に
一
般
会
計
か
ら
補

正
で
３
億
円
以
上
も
の
繰
入
れ
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
市
の
医

療
行
政
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

着
任
し
た
当
時
か
ら
、
医

市長 特殊な財政事情の後はスリム化を図り
健全化に努めたい

市民クラブ 阿部則比古 議員

仙北市は持続可能な自治体経営と
言えるのか

■経営改善が求められる市立角館総合病院



こ
こ
が
聞
き
た
い

仙北市議会だより 10

8
人
の
提
言

市長 新たな浄水場の建設をすることなく給水できる

（
19
億
円
）
を
投
下
し
て
も
加
入

す
る
方
が
い
な
い
の
で
は
効
率
が

悪
い
こ
と
に
な
る
。
加
入
す
る
世

帯
を
中
心
に
配
水
の
路
網
を
検
討

す
る
た
め
意
思
確
認
を
さ
せ
て
頂

い
た
。

質
問　

西
木
地
区
か
ら
の
管
路
の

流
量
で
十
分
間
に
合
う
の
か
。

答
弁　

卒
田
地
区
の
対
象
世
帯
の

神
代
地
区
の
水
道
事
業
は

質
問　

今
年
度
、
神
代
卒
田
地
区

の
水
道
事
業
が
始
ま
る
。
平
成
30

年
度
の
黒
倉
地
区
の
調
査
で
は
給

水
人
口
が
８
９
５
人
で
あ
っ
た

が
、
今
年
度
計
画
の
給
水
人
口
は

２
７
２
人
に
な
っ
て
い
る
。
変
更

の
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

当
初
計
画

し
て
い
た
区
域

は
、
遺
跡
や
浄
水

場
、
管
路
、
予
算

の
関
係
で
見
直
し

を
し
た
。
低
コ
ス

ト
で
最
高
の
効
果

が
得
ら
れ
る
道
筋

を
見
つ
け
た
い
。

　

昨
年
度
実
施
し

た
関
係
区
域
の
意

向
調
査
結
果
を
参

考
に
し
た
。

質
問　

意
向
調
査

の
設
問
に
つ
い
て

伺
う
。
署
名
捺
印

の
箇
所
が
あ
り
、

戸
惑
わ
れ
た
方
も

い
た
よ
う
だ
が
真

意
は
。

答
弁　

進
め
方
で

一
番
重
要
な
こ
と

は
、
市
民
の
皆

様
の
加
入
率
で
あ

る
。
巨
額
な
金
額

答
弁　

加
入
意
思
の
あ
る
世
帯

に
対
し
再
調
査
を
令
和
５
年
度

ま
で
行
う
。
令
和
５
年
度
以
降
も

事
業
認
可
か
ら
外
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
来
年
度
の
仙
北

市
水
道
事
業
基
本
計
画
に
盛
り

込
み
た
い
。
卒
田
地
区
水
道
未
普

及
地
域
解
消
事
業
完
了
は
、
令
和

７
年
度
に
な
る
。

学
校
施
設
の
充
実
を
求

め
る

質
問　

学
校
は
、
児
童
生
徒
が
学

び
育
ち
あ
う
場
で
あ
る
と
同
時

に
、
教
職
員
の
職
場
で
も
あ
る
。

学
校
評
議
員
制
度
が
実
施
さ
れ

て
20
年
に
な
る
が
、
評
議
員
の
意

見
は
ど
の
よ
う
に
現
場
に
反
映

さ
れ
生
か
さ
れ
て
い
の
る
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
教
育
委
員
会
が

中
心
と
な
り
、
評
議
員
の
意
見

に
つ
い
て
周
知
し
意
思
統
一
を

図
っ
て
い
る
。
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
教
育
環
境
と
し
て
充
実
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
部
分
も

あ
る
が
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
雨
漏
り

修
繕
の
要
望
な
ど
が
多
く
改
善

や
実
施
に
努
め
て
い
る
。
職
員
ト

イ
レ
改
修
の
要
望
も
あ
り
対
応

し
た
学
校
も
あ
る
。

（
平
岡 

裕
子 

記
）

内
、
加
入
意
思
の
あ
る
世
帯
に
絞

り
込
ん
だ
場
合
、
西
明
寺
地
区
低

区
の
第
２
浄
水
場
か
ら
の
配
水

で
、
新
た
な
浄
水
場
の
建
設
を
す

る
こ
と
な
く
給
水
で
き
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
９
億
８
０
０
０
万
円

程
度
ま
で
予
算
を
縮
小
で
き
る
と

予
測
し
て
い
る
。

質
問　

意
向
調
査
の
結
果
と
説
明

会
の
開
催
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

調
査
は
、
神
代
地
域
、
卒

田
地
域
合
わ
せ
て
28
地
区
４
７
２

世
帯
を
対
象
と
し
た
。
２
５
９
世

帯
の
回
答
で
率
に
す
る
と
、
54
・

９
％
だ
っ
た
。「
水
道
が
必
要
」「
と

答
え
た
方
は
、
全
体
の
35
・
２
％
、

「
現
在
の
飲
用
水
に
不
安
や
不
便

を
感
じ
て
い
る
」と
答
え
た
方
は
、

全
体
の
23
・
９
％
だ
っ
た
。
水
道

の
加
入
に
つ
い
て
は
、
即
時
加
入

か
ら
将
来
的
に
は
加
入
を
合
わ
せ

る
と
全
体
の
38
％
だ
っ
た
。

　

西
明
寺
低
区
第
２
浄
水
場
か
ら

配
水
可
能
と
な
り
、
国
庫
補
助
の

対
象
と
な
っ
た
場
合
、
各
世
帯
の

同
意
書
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
同
意
書
欄
を
設
け

た
。
同
意
書
の
提
出
を
頂
い
た
世

帯
は
１
７
７
世
帯
で
37
・
５
％

だ
っ
た
。

 

説
明
会
は
、
昨
年
12
月
23
日
に

実
施
し
て
い
る
。

質
問　

今
回
計
画
か
ら
外
れ
た
地

域
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

蒼生会 真 崎 寿 浩 議員

神代卒田地区への西明寺低区第２浄水場
からの配水は可能か

■国道 46号線を横断して更なる拡大を担う西明寺低区浄水場
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8
人
の
提
言

シ
以
外
の
鳥
獣
を
駆
除
す
る
た
め

の
、
猟
友
会
へ
の
委
託
料
が
30
万

円
、
ク
マ
捕
獲
用
の
檻
の
購
入
費

が
60
万
円
、
新
規
狩
猟
免
許
取
得

者
へ
12
万
円
、
そ
の
他
経
費
で

４
万
２
千
円
で
あ
る
。
平
成
30
年

度
の
決
算
額
は
６
２
０
万
円
で
、

内
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
報

酬
２
８
１
万
円
、
檻
の
修
繕
料

27
万
円
、
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に

登
載
し
て
い
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
以

外
の
鳥
獣
を
駆
除
す
る
た
め
の
猟

友
会
へ
の
委
託
料
30
万
円
、
注
意

看
板
作
製
委
託
料
11
万
円
、
ク
マ

捕
獲
用
檻
の
購
入
費
58
万
円
、
新

規
狩
猟
免
許
取
得
者
へ
10
万
円
、

田
沢
湖
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
整
備
事

業
補
助
金
２
０
０
万
円
、
そ
の
他

経
費
２
万
円
で
あ
る
。

質
問　

近
年
、
ク
マ
の
生
息
数
が

増
加
傾
向
（
外
ノ
山
近
辺
、
古
城

山
に
出
没
）
に
あ
る
。
迅
速
な
対

応
に
よ
り
人
身
保
護
を
求
め
る
。

ま
た
、
農
作
物
等
の
被
害
軽
減
を

図
る
上
で
、
電
気
柵
を
活
用
し
て

は
ど
う
か
。
加
え
て
、ジ
ビ
エ（
野

生
鳥
獣
肉
）
料
理
の
普
及
が
新
た

な
食
文
化
の
発
展
に
資
す
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
弁　

ク
マ
に
つ
い
て
は
現
行

ル
ー
ル
の
範
囲
内
で
最
大
限
対
策

を
す
る
。
電
気
柵
の
活
用
も
十
分

検
討
し
て
い
く
。
ジ
ビ
エ
に
つ
い

て
も
取
り
組
み
た
い
事
業
で
あ

鳥
獣
被
害
対
策

市
民
の
安
全
、
観
光
資

源
、
農
作
物
を
守
れ

質
問　

仙
北
市
の
過
去
５
年
間
の

捕
獲
有
害
鳥
獣
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
１
８
３
頭
、
ノ
ウ
サ
ギ
60
匹
、

ウ
ソ
２
１
０
羽
、
カ
ラ
ス
３
６
２

羽
等
計
８
６
４
個
体
で
あ
る
。
そ

の
被
害
額
と
内
容
を
伺
う
。

答
弁　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
水
稲
未

登
熟
米
、
ス
イ
カ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、栗
な
ど
の
農
作
物
の
食
害
で
、

被
害
額
は
５
年
間
で
４
８
３
万
円

で
あ
る
。
ノ
ウ
サ
ギ
は
杉
の
若
芽

の
食
害
、
ウ
ソ
は
桜
の
花
芽
の
食

害
で
、
観
光
へ
の
影
響
は
甚
大
だ

が
、
被
害
額
と
し
て
積
算
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
カ
ラ
ス
は
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
食
害
、
キ
ジ
バ

ト
は
大
豆
や
水
稲
、
ア
ナ
グ
マ
は

エ
ダ
マ
メ
や
養
魚
の
食
害
、
カ
ル

ガ
モ
は
水
稲
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
柿

の
食
害
な
ど
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

銃
器
等
で
の
駆
除
を
行
っ
て
い

る
。

質
問　

令
和
元
年
度
の
有
害
駆
除

費
４
２
４
万
２
千
円
の
内
訳
を
問

う
。

答
弁　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の

報
酬
と
し
て
２
８
２
万
円
、
檻
の

修
繕
料
が
36
万
円
、
鳥
獣
被
害
防

止
計
画
に
登
載
し
て
い
る
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ

関
係
機
関
と
連
携
し
様
々
な
取

り
組
み
を
実
施
す
る
。

（
門
脇 

晃
幸 

記
）

る
。
ま
た
、
カ
ラ
ス
や
ウ
ソ
、
カ

ワ
ウ
に
つ
い
て
は
現
在
有
効
な
対

策
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、

市長 被害額の算出は困難である

蒼生会 八柳良太郎 議員

鳥獣被害額はどれくらいか

答
弁　

加
入
意
思
の
あ
る
世
帯

に
対
し
再
調
査
を
令
和
５
年
度

ま
で
行
う
。
令
和
５
年
度
以
降
も

事
業
認
可
か
ら
外
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
来
年
度
の
仙
北

市
水
道
事
業
基
本
計
画
に
盛
り

込
み
た
い
。
卒
田
地
区
水
道
未
普

及
地
域
解
消
事
業
完
了
は
、
令
和

７
年
度
に
な
る
。

学
校
施
設
の
充
実
を
求

め
る

質
問　

学
校
は
、
児
童
生
徒
が
学

び
育
ち
あ
う
場
で
あ
る
と
同
時

に
、
教
職
員
の
職
場
で
も
あ
る
。

学
校
評
議
員
制
度
が
実
施
さ
れ

て
20
年
に
な
る
が
、
評
議
員
の
意

見
は
ど
の
よ
う
に
現
場
に
反
映

さ
れ
生
か
さ
れ
て
い
の
る
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
教
育
委
員
会
が

中
心
と
な
り
、
評
議
員
の
意
見

に
つ
い
て
周
知
し
意
思
統
一
を

図
っ
て
い
る
。
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
教
育
環
境
と
し
て
充
実
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
部
分
も

あ
る
が
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
雨
漏
り

修
繕
の
要
望
な
ど
が
多
く
改
善

や
実
施
に
努
め
て
い
る
。
職
員
ト

イ
レ
改
修
の
要
望
も
あ
り
対
応

し
た
学
校
も
あ
る
。

（
平
岡 

裕
子 

記
）■ウソの食害を受ける古城山
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■令和2年度予算　主な内容
庁舎整備事業費 12億3,522万円 新角館庁舎整備事業費の内令和 2 年度分

公共施設等マネジメント事業費 547万円 公共施設等の統廃合 令和 2 年度は角館庁舎解体工事実施設計など

ふるさと納税ふるさと便事業費 2億4,766万円 ふるさと納税寄付金に対する返礼品の予算 今年度寄付額は 4 億円
を見込む

デジタル技術による農村再生事業費 1,026万円 近未来技術を活用した次世代農業（スマート農業）プロジェクト

重要伝統的建造物群保存地区保存整
備事業費 7,527万円 武家屋敷の町並みを維持・保存するため修理修景事業を実施

体育施設費 3,345万円 市内の体育館、野球場、運動公園等の維持管理費

厳
し
い
財
政
を
問
う 

令
和
2
年
度

予
算
で
経
常
収
支
比
率
は
ど
う
変

わ
る
？　

予
算
要
求
額
と
実
際
の

予
算
額
と
の
差
は
？

質
問　

自
治
体
の
財
政
余
裕
度
を
示
す
経

常
収
支
比
率
だ
が
、
30
年
度
決
算
で
は

99
・
5
％
と
非
常
に
厳
し
い
数
値
で
あ
っ

た
。
令
和
2
年
度
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う

に
推
移
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
各
課
か
ら
の
予
算
要
求
額
と
実
際

の
予
算
額
と
の
乖
離
は
非
常
に
大
き
い
と

聞
く
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
弁　

経
常
収
支
比
率
な
ど
の
財
政
指
標

に
つ
い
て
は
令
和
2
年
度
に
お
い
て
も
同

水
準
で
推
移
す
る
。
ま
た
、
予
算
要
求
額

と
査
定
額
の
差
が
大
き
い
も
の
と
し
て
は
、

水
道
事
業
会
計
（
1
億
１
，
８
１
３
万
円

減
）、
新
た
な
植
物
工
場
誘
致
に
関
す
る
補

助
金
（
５
，
０
０
０
万
円
減
）
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。

ド
ロ
ー
ン
学
習
の
成
果
は
果
た
し

て
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
？

質
問　

ド
ロ
ー
ン
学
習
研
究
事
業
（
１
６

９
万
円
）
で
は
、
市
内
中
学
校
に
ド
ロ
ー

ン
を
配
備
し
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
を
実

施
す
る
そ
う
だ
が
、
事
業
実
施
に
あ
た
り
、

既
に
配
備
済
み
の
小
学
校
に
お
け
る
成
果

を
検
証
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
弁　

各
小
学
校
で
は
こ
れ
ま
で
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を

実
施
し
て
き
た
が
、
新
た
な
学
習
指
導
要

領
に
お
い
て
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
本
市
で
は
先
駆
け

て
取
り
組
ん
で
き
た
と
言
え
る
。
今
回
は

中
学
校
5
校
に
配
備
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

今
後
小
学
校
で
の
成
果
に
つ
い
て
も
十
分

検
証
し
て
教
育
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

総
合
体
育
館
整
備
計
画
は
ど
う

な
っ
た
？
生
保
内
体
育
館
の
雨
漏

り
は
い
つ
ま
で
放
置
す
る
の
か
？

質
問　

過
去
に
総
合
体
育
館
整
備
の
基
本

計
画
策
定
が
行
わ
れ
た
は
ず
だ
が
、
そ
の

後
は
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

総
合
体
育
館
に
つ
い
て
基
本
計
画

は
策
定
し
た
が
、
市
の
財
源
に
も
限
り
が

あ
る
た
め
、
規
模
や
建
設
手
法
も
含
め
検

討
中
で
あ
る
。
や
め
た
訳
で
は
な
い
。
全

体
的
な
財
政
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
慎
重
に

判
断
し
て
い
く
。

質
問　

生
保
内
体
育
館
は
雨
漏
り
が
ひ
ど

く
長
年
放
置
さ
れ
て
い
る
。
施
設
の
利
用

者
も
多
い
た
め
、
総
合
体
育
館
整
備
が
財

政
提
起
に
か
な
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
早
急

に
生
保
内
体
育
館
の
修
繕
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

答
弁 

雨
漏
り
は
生
保
内
体
育
館
を
始
め
、

他
の
体
育
館
で
も
発
生
し
て
お
り
、
今
後

対
応
を
考
え
た
い
。
ま
た
、
施
設
の
継
続
、

廃
止
等
に
つ
い
て
も
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
や
個
別
施
設
計
画
も
踏
ま
え
た
上

で
、
十
分
検
討
し
て
い
く
。

■令和2年度一般会計予算　（総務常任委員会で審査されたもの）
項目 31 年度予算額 30 年度予算額 比較 伸び率 備考

議会費 1億7,043万円 1億7,317万円 △274万円 △1.6% 議会運営に関する予算

総務費 40億6,805万円 37億7,390万円 2億9,415万円 7.8% 行政運営全般や企画政策等

消防費 10億7,254万円 9億6,107万円 1億1,147万円 11.6% 大曲仙北広域消防や消防団に関わる予算

教育費 15億4,761万円 27億8,369万円 △12億3,608万円 △44.4% 小中学校や幼稚園、公民館、文化財保護等の予算

公債費 20億8,762万円 21億6,660万円 △7,899万円 △3.6% 借金の返済

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

総務文教常任委員会

　令和 2 年度一般会計予算の内、総務委員会では、議会費、総務費、消防費、教育費、公債費などの主要予
算が審査されました。新角館庁舎整備事業費の令和2年度分として約12億3,500万円などが計上されています。

令和2年度一般会計予算 40億6,805万円
庁舎整備事業に12億3,500万円
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市民福祉常任委員会

■令和２年度一般会計予算　主な内容

生きがい活動通所支援事業費 597万円 高齢者が地域で生活を維持するため、多世代交流施設を活用した
通所事業

介護タクシー利用助成事業費 59万円 在宅要介護認定者が、通院などに利用した場合半額を助成

社会福祉法人はなさき仙北補助金 2億4,646万円 幼保連携型認定こども園を運営する「はなさき仙北」への補助

生活保護費 5憶9,484万円 生活保護法による扶助費の支給。

心の健康づくり・自殺予防対策事業費 201万円 自殺予防の普及啓発活動等を実施

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
率
は
？

質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
率
は
ど
う
か
。

答
弁　

令
和
3
年
度
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証
と
し
て

使
え
る
体
制
を
整
え
る
と
い
う
こ

と
で
、
今
年
度
公
務
員
の
方
々
に

作
成
申
込
書
が
送
ら
れ
た
こ
と

と
、
今
年
9
月
か
ら
カ
ー
ド
を

作
っ
て
一
人
最
大
５
千
円
分
の
ポ

イ
ン
ト
が
付
く
事
業
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
少
し
ず
つ
増
え
る
と
想

定
し
て
い
る
。
カ
ー
ド
の
普
及
率

は
現
在
11
％
で
、
一
年
間
で
9
％

か
ら
11
％
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

角
館
こ
ど
も
園
へ
の
集
約

化
は
あ
る
の
か
？

質
問　

角
館
地
区
４
保
育
園
の
園

児
も
減
少
し
て
い
る
が
、
今
後
集

約
化
も
あ
る
の
か
。

答
弁　

角
館
こ
ど
も
園
は
新
し
い

が
、
白
岩
・
中
川
・
角
館
西
保
育

園
は
築
40
年
を
経
過
し
て
お
り
小

規
模
修
繕
を
毎
年
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
の
出
生
数
は
、
昨
年
度
よ

り
20
人
程
減
り
角
館
地
区
全
体
で

40
人
程
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

令
和
4
年
4
月
を
予
定
に
、
角

館
こ
ど
も
園
の
法
人
化
移
行
を
進

め
て
い
る
が
集
約
の
方
法
も
検
討

の
中
に
含
め
て
い
る
。

　令和 2 年度一般会計予算の内、民生費、衛生費が審査されました。新年度から二つの幼保連携型認定こど
も園が開園することから、児童福祉施設費は前年度比 1 憶 7,123 万円 ( ＋ 11.5％ ) の増額となっております。
また、医師確保対策事業費については、新規の貸付をせず、貸付をしている方々への病院招聘に努力すると
のことです。

■令和2年度一般会計予算　（市民福祉常任委員会で審査されたもの）
項目 2年度予算額 元年度予算額 比較 増減比率 備考

民
生
費

社会福祉費 28億2,996万円 28億7,178万円 △4,182万円 △1.5% 障害者や高齢者の福祉に関する予算

児童福祉費 16億8,923万円 15億5,850万円 1億3,073万円 8.4% 認可保育園の運営など児童福祉の予算

生活保護費 6億398万円 6億2,448万円 △2,050万円 △3.3% 生活保護にかかる予算

国民年金費 763万円 840万円 △77万円 △9.2% 国民年金事務に関連する予算

災害救助費 113万円 107万円 6万円 5.6% 災害救援に関する予算

計 51億3,193万円 50億6,422万円 6,771万円 1.3%

衛
生
費

保険衛生費 5億4,434万円 5億9,715万円 △5,281万円 △8.8% 病気予防や医師確保、歯科診療所、浄化槽整備など

水道費 2億9,634万円 2億594万円 9,040万円 43.9% 簡易水道、小規模水道等の運営に関する予算

病院費 9億5,000万円 9億5,000万円 0 0.0% 病院事業に対する補助などの予算

清掃費 7億7,399万円 8億2,696万円 △5,293万円 △6.4% ゴミ処理、し尿処理施設などの運営費

計 25億6,467万円 25億8,005万円 △1,538万円 △0.6%

令和２年度一般会計予算
民生費・衛生費76億9,659万円

令
和
２
年
度

一
般
会
計
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

令和元年度病院事業会計補正予算
厳しい病院経営

どのように収益をあげるのか？

質問　建前ではなく、身を削る覚悟で臨む
べきでは。

答弁　小児科・脳外科の外来診療日数も減
ることにより、今後の収支計画が大
事になるとの思いで様々な議論をし
ている。我々の意見だけでは進まな
いこともあるので、議会とも積極的
に情報交換をしながら進めていきた
い。

質問　過去に病院審議会があったが、医師
や職員、議員なども含めて検討する
べきでは。

答弁　お互いに意見を出し合って、アイデ
アを頂ければありがたい。病院とし
ても襟を正し対応をしなくてはなら
ないと思う。
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産業建設常任委員会

地
元
企
業
に
よ
る
植
物
工
場
は
絶
対
に

失
敗
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

質
問　

黒
沢
工
業
団
地
に
誘
致
す
る
植
物
工
場

は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
型
で
の
経
営
と
の
こ
と

だ
が
内
容
は
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
元
の

会
社
は
ど
こ
か
。
経
営
状
況
の
調
査
や
信
用
調

査
は
行
っ
た
の
か
。

答
弁　

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
型
は
、
栽
培
技
術
等

の
指
導
や
経
営
コ
ン
サ
ル
を
受
け
る
こ
と
で
、

年
額
１
，
７
０
０
万
円
程
度
の
支
払
い
が
発
生

す
る
が
、
生
産
物
の
全
量
買
取
り
、
工
場
建
設

支
援
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
及
び
栽
培
技
術
な
ど
の

最
先
端
技
術
の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
元
は
、
東
京
都

内
で
半
導
体
、
電
子
部
品
を
取
扱
っ
て
い
る
一

部
上
場
企
業
で
あ
り
、
金
融
機
関
で
リ
サ
ー
チ

し
て
い
る
が
企
業
名
は
ま
だ
公
表
で
き
な
い
。

植
物
工
場
は
全
国
５
ヵ
所
で
経
営
し
、
大
館
市

と
鹿
角
市
に
も
植
物
工
場
が
あ
り
参
考
に
し
て

い
る
。

質
問　

こ
の
植
物
工
場
の
経
営
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
敷
地
内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
概

要
は
。

答
弁　

常
用
雇
用
者
が
5
～
10
人
、
非
常
用
雇

用
者
が
20
～
30
人
で
あ
る
。
一
株
２
０
０
ｇ
の

リ
ー
フ
レ
タ
ス
を
１
日
約
１
万
８
０
０
株
栽
培

し
、
年
間
約
６
７
４
ト
ン
を
生
産
す
る
計
画
で

あ
る
。
４
年
目
ま
で
は
赤
字
で
推
移
す
る
が
５

年
目
以
降
は
黒
字
に
で
き
る
計
画
で
あ
る
。
イ

ン
フ
ラ
整
備
は
、
構
内
道
路
を
約
４
３
７
万
円

で
舗
装
予
定
で
あ
る
。
水
耕
栽
培
の
た
め
、
新

た
に
口
径
１
０
０
㎜
の
水
道
管
を
敷
設
す
る
工

事
費
と
し
て
約
３
，
７
９
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
迅
速
に

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の

経
済
支
援
を
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

国
や
県
で
も
経
済
支
援
策
が
出

て
い
る
が
、
市
独
自
の
利
子
補
給
や
保

証
料
の
免
除
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

終
息
後
の
観
光
事
業
の
直
ぐ
に
動
け
る

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
観
光
協
会

等
と
連
携
し
早
急
に
提
案
し
て
い
き
た

い
。

道
路
整
備
と
除
雪
業
者
の
補
償
の

考
え
方
は

質
問　

令
和
２
年
度
の
道
路
整
備
工
事

に
関
す
る
考
え
方
を
伺
う
。
ま
た
、
今

冬
期
の
よ
う
に
少
雪
で
除
雪
の
出
動
が

少
な
い
場
合
の
待
機
料
を
含
む
除
雪
業

者
へ
の
補
償
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺

う
。

答
弁　

道
路
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、

配
分
さ
れ
た
予
算
で
工
事
を
計
画
し
、

出
来
る
限
り
地
元
業
者
に
発
注
す
る
形

で
進
め
た
い
。
除
雪
業
務
の
待
機
料
に

つ
い
て
は
、
業
務
委
託
契
約
の
範
囲
内

で
の
支
払
い
と
な
る
。
改
善
に
つ
い
て

は
新
年
度
の
検
討
事
項
と
な
る
。

新
角
館
庁
舎
へ
の
樺
細
工
の
壁
掛

け
に
つ
い
て

質
問　

新
角
館
庁
舎
に
飾
る
樺
細
工
の

壁
掛
け
は
、
な
ぜ
伝
承
館
の
展
示
資
料

購
入
費
と
し
た
の
か
。
後
で
伝
承
館
に

展
示
す
る
の
か
。

答
弁　

角
館
の
伝
統
工
芸
品
の
Ｐ
Ｒ
を

兼
ね
て
新
角
館
庁
舎
へ
展
示
す
る
も
の

で
あ
る
。
科
目
替
え
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

■令和２年度　一般会計予算の主な内容

強い農業・担い手づくり総合支援事業費補助金 11億円 黒沢工業団地に誘致する植物工場への補助金 ( 国が 10 憶円、
市が１億円）

森林経営制度管理事業費 2,639万円 森林環境譲与税を活用した手入れの行き届いていない私有林
の意向調査等

観光施設維持管理費 2,864万円 国立公園、県立自然公園ほか市内の観光施設の維持管理

伝承館展示資料購入整備費 310万円 新角館庁舎に飾る樺細工の壁掛け購入費

道路維持費 6,737万円 市道の維持補修費等

道路新設改良費 7億3,452万円 交付金を活用した市道の道路改良事業の実施

　令和２年度の一般会計予算の内、労働費、農林水産費、商工費、土木費などの予算が審査されました。特
に農林水産業費は前年度対比で、プラス８億４, ６６７万円 (74.7%) と増額幅が大きくなっておりますが、こ
れは、黒沢工業団地に誘致する植物工場への国と市からの補助金が計上されたためです。

■令和２年度一般会計予算　（産業建設常任委員会で審査された項目）
項目 令和２年度予算額 令和元年度予算額 比較 増減比率 備考

労働費 6,572万円 6,804万円 △232万円 △3.4％ ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ補助金など

農林水産業費 19億7,945万円 11億3,278万円 8億4,667万円 74.7％ 植物工場への補助金で増額

商工費 8億8,041万円 9億432万円 △2,391万円 △2.6％ 商工業振興や観光振興の予算

土木費 18億6,158万円 14億7,816万円 3億8,342万円 25.9％ 下水道事業への補助金が計上され増額

令和２年度一般会計予算
農林水産業費 19億7,945万円 前年比74.7％の増
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～
頂
い
た
ご
意
見 

市
の
回
答
～

市
民
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
会

　

市
議
会
で
は
令
和
２
年
１
月

22
日
「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
３
月
定
例

会
で
は
、
そ
の
際
に
市
民
の
皆
様

か
ら
頂
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望

に
つ
い
て
、
議
会
一
般
質
問
や
委

員
会
等
を
通
じ
て
議
論
し
て
お

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
皆
様
の
ご

意
見
等
に
対
す
る
市
当
局
の
答

弁
を
中
心
に
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。
仙
北
市
議
会
で
は
市
政
に
よ

り
民
意
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
今

後
も
市
民
の
皆
様
と
の
意
見
交

換
の
場
を
積
極
的
に
設
け
て
参

り
ま
す
。

【
地
域
運
営
体
】

意
見　

地
域
運
営
体
の
役
割
や
活

動
に
限
界
が
来
て
い
る
の
で
は
？

答
弁　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

地
域
の
「
自
助
」
や
「
共
助
」
の

取
り
組
み
を
推
進
し
、
地
域
力
を

挙
げ
る
こ
と
が
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
毎
年
２
回
開
催
さ
れ
て
い
る

９
地
区
の
代
表
者
に
よ
る
地
域

運
営
体
連
絡
協
議
会
に
お
い
て

も
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
お
り
、
地

域
の
産
業
振
興
や
地
域
課
題
の

解
決
、
伝
統
文
化
の
継
続
等
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
市
立
病
院
】

意
見　

脳
神
経
外
科
、
精
神
科
等

の
医
師
が
不
在
と
な
っ
て
い
る

が
、
医
師
の
充
足
に
努
め
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
病
院
の
安
定
し
た
経

営
を
求
め
る
。

答
弁　

新
年
度
よ
り
小
児
科
・
脳

神
経
外
科
の
医
師
に
つ
い
て
は
、

大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
よ
り

派
遣
し
て
頂
き
ま
す
が
、
診
療
日

数
は
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
医
師
確
保
対
策
事
業
と
し
て

の
修
学
資
金
貸
付
制
度
を
利
用

中
の
方
々
に
対
し
、
市
立
病
院
へ

の
勤
務
を
求
め
努
力
し
ま
す
。

　

病
院
で
は
経
営
安
定
化
に
向

け
様
々
な
手
法
を
議
論
・
検
討
し

て
お
り
ま
す
が
、
患
者
の
皆
様
に

迷
惑
の
か
か
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
経
費
削
減
・
収
益
増
加
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

【
道
路
・
河
川
・
上
下
水
道
】

意
見　

市
道
東
田
鎌
川
線
の
早

期
完
成
、
内
川
橋
の
早
期
架
け
替

え
を
求
め
る
。

答
弁　

市
道
東
田
鎌
川
線
は
平

成
21
年
度
か
ら
事
業
着
手
し
て

い
る
が
、
総
延
長
約
１
．
５
ｋ
ｍ

中
、残
延
長
は
０
．
４
ｋ
ｍ
で
す
。

　

毎
年
、
国
の
交
付
金
を
要
望
し

て
お
り
ま
す
が
、
低
配
分
が
続
き

未
だ
完
成
と
な
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
要
望
活
動
等
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
内
川
橋
は
、
最
初

に
架
設
さ
れ
て
か
ら
57
年
が
経

過
し
上
部
工
の
劣
化
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
現
在
、
架
け
替
え
る

か
補
修
に
よ
る
上
部
工
拡
幅
か

な
ど
工
法
を
検
討
し
て
お
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
多
額
の
費
用
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
財
源
を

検
討
の
上
、
早
期
着
工
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

意
見　

こ
れ
以
上
の
上
下
水
道

の
延
伸
は
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
角
館
地
区
等
で
一
部
未
整
備

区
域
の
工
事
を
行
っ
て
い
る
以

外
は
、
ほ
ぼ
整
備
が
完
了
し
て
お

り
ま
す
。
上
水
道
は
、
水
道
未
普

及
地
域
解
消
事
業
と
し
て
現
在
、

角
館
町
山
谷
川
崎
地
区
と
田
沢

湖
卒
田
地
区
の
２
地
区
で
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
加
入
希
望
調

査
を
行
っ
た
上
必
要
な
場
合
に

整
備
す
る
方
針
で
、
費
用
対
効
果

等
も
加
味
し
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

【
企
業
誘
致
】

意
見　

生
保
内
黒
沢
工
業
団
地

の
有
効
活
用
を
求
め
る
。
過
去
の

失
敗
を
検
証
し
た
上
で
実
効
性

の
あ
る
誘
致
活
動
を
。

答
弁　

現
在
は
植
物
工
場
の
誘

致
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
以
前
の

経
緯
を
十
分
検
証
し
、
今
後
も
、

本
市
産
業
と
結
び
つ
く
よ
う
な

多
様
な
業
種
の
企
業
誘
致
も
念

頭
に
県
・
関
係
機
関
と
連
携
し
誘

致
を
進
め
ま
す
。

【
体
育
施
設
等
】

意
見　

生
保
内
体
育
館
の
雨
漏

り
が
著
し
い
。
利
用
者
も
多
く

困
っ
て
い
る
。
い
つ
ま
で
放
置
す

る
の
か
。

答
弁　

12
ペ
ー
ジ
「
総
務
文
教
常

任
委
員
会
」
に
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
。

※
紙
面
の
都
合
上
、
市
民
の
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等
の

一
部
の
み
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

※
全
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
仙

北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
の
市

議
会
ペ
ー
ジ
に
掲
載
致
し
ま

す
の
で
そ
ち
ら
を
ご
参
照
下

さ
い
。

　仙北市議会では、市民の皆様と議会議員の
意見交換会「おでかけ市議会」を行なってい
ます。

●お申込み先…仙北市議会事務局
　　　　　　　TEL0187-43-0334

お知らせ

おでかけ市議会開催中
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議
会
広
報
編
集
委
員
も
今
号
を

も
っ
て
委
員
が
新
編
成
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
議
会
力
・
議
員
力

を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
わ
か
り
や
す
い

「
議
会
だ
よ
り
」
発
行
に
努
め
て

参
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
も
仙
北
市
の
未

来
づ
く
り
の
た
め
に
前
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

（
熊
谷 

一
夫 

記
）

編
集
後
記

　3 月 19 日開催の本会議におい
て、議員提出議案第 5 号意見書の
提出について「秋田県秋田市新屋
地区にイージス・アショア基地を
配備する計画の白紙撤回を求め
る意見書」の起立採決を行った
際、起立 8、着席 8、（退席 1）に
より、本来であれば議長が可否同
数であることを確認の上、議長採
決でその可否を決定するところ
を、退席していた議員がいたこと
に気が付かず、賛成少数のため否
決と決定してしまう誤りがあり
ました。
　本来あってはならない事態で
あり、今後二度とこのような誤り
のないよう、議員全員が襟を正し
再発防止に努めて参ります。
　市民の皆様を始め関係各位に
多大なるご迷惑をおかけしまし
たことに深くお詫び申し上げま
す。

〜事態の経緯〜

■ 3月19日　本会議

・「議員提出議案第5号意見書の提出について」起立採決を行う。
・採決の結果、起立（賛成）8名、着席（反対）8名、退席1名
・議長より賛成少数で否決の宣言あり（その後閉会）
・閉会後に可否同数であったことを確認

■ 3月23日

・誤りによって否決となった議案について、やり直しのための臨時
会開催を要請するため議会運営委員会を開く。3月27日に臨時会開
催が決定。

・青柳議長が責任を取るとして議員辞職を表明。

■ 3月27日　臨時会

・臨時会否決となっていた議案について再提案の上採決。（結果は
賛成10、反対7で可決）

・その後、青柳議長から議員辞職願が提出され、本会議で許可。
・議長不在となったため、新議長の選出を行う。（結果、新議長に

黒沢龍己議員を選出）
・新議長はこれまで副議長だったため、副議長不在により新副議長

の選出を行う。（結果、新副議長に熊谷一夫議員を選出）

議案番号

　　会派及び氏名　　　　

　

　　　　　件　　名

議
決
月
日

議
決
結
果

蒼
生
会

市
　
民

ク
ラ
ブ

公
明
党

共
産
党

無
会
派

黒

沢

龍

己

小

林

幸

悦

髙

橋

　

豪

田

口

寿

宜

八
桺
良
太
郎

真

崎

寿

浩

高

橋

輝

彦

武

藤

義

彦

門

脇

晃

幸

稲

田

　

修

伊

藤

邦

彦

阿
部
則
比
古

荒
木
田
俊
一

小
木
田
　
隆

熊

谷

一

夫

平

岡

裕

子

髙

久

昭

二

議 員 提 出 
議案第5号

意見書の提出について（秋田県秋田市新屋地
区にイージス・アショア基地を配備する計画
の白紙撤回を求める意見書）

3/19 否決 反 反 賛 反 賛 反 反 反 反 退 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛

議 員 提出 
議案第6号

意見書の提出について（秋田県秋田市新屋地
区にイージス・アショア基地を配備する計画
の白紙撤回を求める意見書）

3/27 可決 反 反 賛 賛 賛 反 反 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛

人
事
案
件
（
継
承
略
）

◎
人
権
擁
護
委
員

伊
東
　
和
子
（
70
歳
）

西
木
町
桧
木
内
字
相
内
13
番
地
１

茂
木
　
一
代
（
58
歳
）

角
館
町
小
勝
田
中
川
原
１
１
１
番
地

お 詫 び


